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研究成果の概要（和文）：ハイパフォーマーを対象としたインタビューによって得たデータを質的帰納的に分析
して22項目の倫理的ケアリングコンピテンシー（ECC）を明らかにした。ECCの22項目をリッカートスケールに構
成して尺度としての信頼性・妥当性を評価し、倫理的ケアリングスケール（Ethical Caring Competency Scale;
 ECCS）を開発した。加えて、ECCを用いてエキスパートクラス、ミドルクラス、ビギナークラスの3段階ルーブ
リック評価票を構築した。また、ECCを育成するための学習プログラムを開発して協力病院の看護職者を対象に5
年間実行し、その効果を検証した。

研究成果の概要（英文）：Data obtained from interviews with high performers was qualitatively and 
inductively analyzed to clarify 22 ethical caring competencies (ECCs). The 22 items of the ECC were 
configured into a Likert scale, the reliability and validity of the scale was evaluated, and the 
Ethical Caring Competency Scale (ECCS) was developed. In addition, a three-level rubric evaluation 
form for expert class, middle class, and beginner class was constructed using ECC. In addition, a 
learning program to develop the ECCs was developed and implemented for five years for nursing 
professionals in cooperating hospitals, and its effectiveness was verified.

研究分野： 看護倫理

キーワード： 看護倫理　ケアリング倫理　コンピテンシー　ルーブリック評価票　プログラム開発
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研究成果の学術的意義や社会的意義
開発した倫理的ケアリングスケール（Ethical Caring Competency Scale; ECCS）は看護職者だけではなく他の
医療従事者にも適用できる可能性がある。またECCSは現在日本語、英語、トルコ語、中国語等の多言語に翻訳さ
れ、多文化での適合性が検証中であり、国際的にも活用可能であり、多国間の特徴を比較検証する発展的研究が
期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

(1) 医療・社会環境の変化 

医療技術の進歩や人々の権利意識の高まり、また価値観の多様化などにより、医療・福祉の現場では
ニーズの多様化が生じている。また超高齢社会にある現在、認知症高齢者・精神障害者等の個人の権利
を擁護し、尊厳を守りながらケアを提供することが困難な状況が社会問題として顕在化しつつある。
さらに、安全・安心な医療の提供を目指して平成 27年に医療事故調査制度が施行されるなど、医療安
全対策の強化が進んでいる。 

 

(2) 看護職者の倫理に関する現状 

このような背景の中、看護職者は様々な倫理的問題に
直面している。小川ら（2014）が挙げた「臨床看護師が体
験している倫理的問題」に示されるように、我が国の看護
職者が体験している倫理的問題は多岐にわたる。中でも
身体拘束や胃瘻等の人工栄養の是非にかかわる議論は、
医学的判断や医療安全対策の遂行と対象者の尊厳を守る
こととの板挟みになっている看護職者にとって、広く先
進国における共通の課題であると同時に日常的な問題で
もある。ところが、多忙を極める日常業務の中では倫理的
問題を十分に検討したり実践力を向上させたりする余裕
は少なく、「患者の関わりへの自責の念」「主体的な問題関
与からの回避的志向」「考えの違うものや現状にもつ否定
的な感情」などの状況（村田，2012）に陥って悩む看護職
者も多い。また、“道徳的感受性”が高い臨床看護師は疲労
が強い（米沢，2013）という報告もある。 

 

(3) 生じている問題 

 このような現状により、医療保険適用病床の 90％以上で身体拘束が行われている（日本病院協会，
2016）など、医療・福祉の現場では目先の安全のために適切とは言えないケアが当たり前のように行
われ、その結果として患者等の QOL（Quality of life）が低下し、看護職者のやりがいの低下やストレ
スの増強にもつながるような問題が生じている（図１）。 

 

２．研究の目的 

看護職者に潜在している“Know-do gap”を超えるためにシミュレーション教育、ケース・メッソッド
や描画法等、認知や行動の変容を促進させる教育手法を取り入れてプログラムを改変するとともに看
護管理者と共同して PDCA（plan-do-check-act）サイクルによって運用し、また看護職者アウトカム、
患者アウトカムの２段階の評価システムを新たに構築して統計学的に検証することであった。 

 

３．研究の方法 

研究は浜松医科大学臨床研究倫理審査委員会の承認を得て実施した 

① 質問紙・患者二次データ 

研修プログラムの実行 

2018年より、概ね 8月ごろ、病棟やユニットなどの長・教育担当者を対象に研修プログラムを提供
中である。受講者は各自の部署において倫理的ケ
ア実践力向上のための「仕組みづくり」や「スタッ
フ教育」等を中心とする業務改善計画書を作成し、
実行する。その成果をフォローアップ研修で発表
し、更なる改善を試みる。この PDCA サイクルは
既存の看護管理計画の中に組み込まれているので
対象医療機関に特段の負担を与えることなく継続
して実施した。 

対象者は、令和 4 年度の研修が終了する令和 5

年 2月 17日以降で質問紙調査が可能な任意の 2週
間程度の間、対象病院に勤務しており、出勤してい
る（長期休暇や休職者を除く）常勤の看護職員（保
健師、助産師、看護師の有資格者）。既存の質問紙
調査は 2018年 5月中旬に実施され、この期間に対
象病院に勤務しており、出勤している（長期休暇や
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休職者を除く）常勤の看護職員（保健師、助産師、看護師の有資格者）であった。 

質問紙を用いる全看護職員の評価内容： 

ECCS(Ethical Caring Competency Scale)を含め、年齢、性別、経験年数等の基本情報、身体抑制認
識尺度、看護師の仕事意欲測定尺度、せん妄等に対する看護ケア実践の取り組みに関する質問等、認
知・行動の両側面の質問から構成される評価票を用い、学習プログラム実施時（対象医療機関が保有す
る既存データ）、5 年後（今回新規に得るデータ）を収集した。既存データ取得時と同じ無記名自記式
調査票を用いた。今年度新規に得るデータは、フォローアップ研修が終了する 2 月に実施した。回答
時間は約 10 分であった。いずれの尺度も自作か論文で公表されていて信頼性・妥当性が検証済みで、
使用可能なものであった。 

通常の看護ケアを集計した統計情報による評価： 

患者数、実働看護職員数、看護度、転倒転落件数・率、身体拘束実施件数・率、IC 同席数・率等、
電子カルテから病院が定期的に集計している個人に紐づかない通常の看護ケアを集計した統計情報を
遡及的に得た。 

 

② インタビューデータ 

良好な成績を上げていると評価されている複数のモデル病棟の看護長とスタッフナースを対象にイ
ンタビューを実施した。内容は身体拘束低減への取り組みに関する効果と課題、医師が患者に実施す
る ICへの同席推進の取り組みに関する効果と課題などについて、具体的なエピソードを聞いた。看護
長などの管理職の職位にある者数名と看護スタッフ数名を対象とした。インタビューの時期は、対象
病院である浜松医療センターの都合に合わせ、9-10月ごろ実施した。インタビューにかかる時間は 20-

30分を想定しているが、対象者の都合に合わせて調整した。対象病院に浜松医科大学の研究者が出向
いてインタビューを実施する。そのさい、静穏な個室を借用し、個別に正確を期すための録音の許可を
得た。 

 

４．研究成果 

 Outcome1について、学習プログラムの効果が見られていた。プログラムの実行前後を比較したとこ
ろ、身体抑制認識得点、ECCSの合計得点と全ての下位尺度において、有意な改善が見られていた。こ
のことは、研修を受けた「レベル IV」の看護師が自部署で PDCAを実践することによってスタッフに
波及効果がもたらされたことを意味している。 

Outcome2については、研究期間中 Covid-19の流行があり、大きなバイアスとなったため正確なデ
ータが得られていない。またインタビューデータについて、現在も継続して分析中である。
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